
会　場

日　時

まいぶんセンター古代体験 県埋蔵文化財センター
（金沢市中戸町18-1）
【TEL】076-229-4477

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

作品は当日持ち帰ることができます

3月9日（月）～22日（日）
9：00～15：30（1日限定60個・先着順）
3色の石材から1つ選び、少し大きなまが玉を
つくります（体験時間1時間程度）
小学生以上（小学1～3年生は保護者と共同製作）対　象

内　容

期　間

いろ・色・まが玉づくり
9：00～16：30
火おこし・まが玉づくり・古代衣装試着・
縄文アクセサリー・まいぶんぬりえなど
未就学児～一般（未就学児・小学生低学年は保護者と一緒）対　象

内　容
時　間

古代体験（随時）

3月7日（土）～6月28日（日）
9：00～17：00（入館は16：30まで）

期　間

「日本最古のおにぎり」
期間限定展示

「日本最古のおにぎり」と報道された話題のチマキ状
炭化米塊を期間限定展示。

チマキ状炭化米塊
杉谷チャノバタケ遺跡出土

（中能登町）

３月14日（土）～５月17日（日）会期中無休
9：00～17：00（入館は16：30まで）
自然史資料館2階　企画展示室　　　　　 入館無料

石川県の巨樹を中心に、全国各地の巨樹の写真を展示します。巨樹と人々の暮らし・
人間社会との関わりについて紹介します。

石川県立自然史資料館
〒920-1147
（金沢市銚子町リ441）
【TEL】076-229-3450

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

石川県教育委員会
いしかわ師範塾
（金沢市高尾町ウ31番地１）
【TEL】076-298-1504

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

特別展

参加費

キャラクター「なるモン」

オープンスクールを開催しました！
高校生のための

高校生に、教職への魅力や未来の石川の教
師をめざす意欲を高めてもらおうと、いしかわ
師範塾では令和７年12月13日（土）に「高校生
のためのオープンスクール」を開催しました。
当日は約１３０名の生徒が参加し、講座体験

や大学生が行う模擬授業参観などを通じて、
教師への夢を膨らませていました。

めざせ石川の教師！

● 「今回のオープンスクールを通して、より一層
　 教職に就きたいという気持ちが強まりました。」
● 「教員になるためだけではなく、教員になった後の
    教員生活でも身に付いたことを役立てられることに
    魅力を感じ、私も是非師範塾で教員を目指してみたい
    と思いました。」

いしかわ師範塾

「巨樹の世界
　　　　 ～石川県を中心として」

五十谷の大杉
（白山市五十谷町）

太田の大トチ
（白山市白峰大道谷）

参加者
の声

入館・体験無料

模擬授業に釘付け！ワクワク！講座体験！

今年度、奥能登地域の５高校（穴水・門前・能登・輪島・飯田）を除く、全ての全日制県立高校３３校の約２，０００人を対象に行いました。
参加者は、令和6年能登半島地震で被災した見附島、輪島朝市通り、黒島漁港、道の駅とぎ海街道などを訪問し、震災遺構の見学や、
震災を経験した語り部から話を聞くなどの活動を通して、防災や減災に関して学びを深めました。
ふるさと石川で起こった大災害の爪痕を目の当たりにした生徒たちからは、「自然の脅威を実感し、そこから立ち上がるために

前を向く人々の力強さに心を打たれた。」、「日ごろの備えや災害時に発揮される地域の絆の大切さについて考えさせられた。」と
いった声がありました。
　こうした取組を通じて、今後も、生徒たちの防災、減災への意識を高めるとともに、ふるさとを愛する心を育んでいきます。

4mも海岸が隆起していて、元々海だった場所が海ではなくなっていたことに驚いた。
能登の綺麗な海がこれ以上なくなってほしくない。

黒島漁港

高校生の防災学習を行いました

能登でのフィールドワークを通じた

黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港黒島漁港

地震前と後で姿
が変わっていて地

震の怖さが伝わっ
た。

変わり果ててし
まったが、迫力

ある風景は変わ
って

いなかった。過
去の見附島の景

色を生でも見て
みた

かったです。

見附島

いなかった。過
去の見附島の景

色を生でも見て
みた

かったです。

能登で見
る!

聞く! 考え
る!!

小学生の時に朝市を訪れたことがあるけど、その時の様子と今回の燃えてしまった朝市の様子を比べ、あの頃の賑わっている活気のある朝市を思い出し、元通りにしたいと強く思いました。

輪島朝市通り

震災時の道の駅
の状況を聞き、

地震のときを思
い出した。

復興作業が大
変でも、地元を

盛り上げようと
している

富来の人たち
がすごいと思

った。

道の駅とぎ海
街道
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対象校と科目

校舎内のカフェの様子

「英語コミュニケーション」
ハロウィンクイズ大会の様子

七尾特別支援学校輪島分校
授業風景

門前高校　授業風景 門前高校及び七尾特別支援学校
輪島分校　仮設校舎　外観

● 門前高校　　　　　　　　　１１月１０日
● 七尾特別支援学校輪島分校　１１月１７日
● 輪島高校　　　　　　　　　１２月  9日

仮設校舎での授業開始時期

● 七尾特別支援学校珠洲分校　１１月１７日
仮設体育館での体育の授業開始時期

　奥能登地域の高校は少子化による入学者の減少に伴い、各校が行う全ての科目に教員を配置することが難しい状況と
なりつつあります。こうした状況に対応するため、ＩＣＴ機器を活用して、学校間での授業配信による遠隔授業を試行的に
実施しました。遠隔授業における学びの質の保障に向け、効率的な指導方法等を検証しています。

いしかわ特別支援学校と金沢向陽高校との
インクルーシブ教育の推進

いしかわ特別支援学校と金沢向陽高校との
インクルーシブ教育の推進

本県では小学生の運動習慣定着と体力向上を目的として、平成１８年度から
「スポチャレいしかわ」を実施しています。
今年度よりＨＰが刷新され、新種目が１種目追加されました。

　令和６年能登半島地震で、校舎基礎部分の被害が特に大きかった、輪島高校、門前高校及び七尾特別支援学校輪島分
校の仮設校舎が各校のグラウンドに１０月３１日に完成しました。また、七尾特別支援学校珠洲分校の仮設体育館が11月
11日に完成しました。 令和１０年度末の本復旧完了を目途に工事を進めていきます。

奥能登の高校で遠隔授業を実施しました！

2027いしかわ総文を生徒実行委員会が盛り上げます！

輪島高校の教員が門前高校の生徒に対して、家庭基礎の授業を配信
能登高校と飯田高校をつないで合同で情報Ⅰの授業を実施

　令和７年４月、いしかわ特別支援学校知的障害教育部門高等部の新校舎が
金沢向陽高校の敷地内に完成し、両校の間でインクルーシブ教育が本格的
に始まりました。インクルーシブ教育とは、障害のある生徒と障害のない生徒
が同じ場で学び、活動する中で、互いの理解を深めながら、共に生きる社会
（共生社会）の実現を目指す教育です。
　今年度は体育・音楽・美術等の科目において、合同で授業を実施しました。
他の科目においても年に数回合同で授業を実施しており、科目「英語コミュ
ニケーション」のハロウィンクイズ大会では、両校の生徒が混合チームを作っ
て、相談しながら解答していました。
　また、校舎内にはいしかわ特別支援学校の生徒が運営するカフェがあり、
手作り蒸しパンや「いしかわブレンド」のコーヒー等を販売しています。金沢
向陽高校の生徒や地域の方々等が立ち寄り、「コーヒーや蒸しパンがおいし
いね」と声をかけてくださることが、生徒たちの大きな励みになっています。
　県では、いしかわ特別支援学校の取組をきっかけとして、他の学校等にお
いてもインクルーシブ教育の取組を推進していきます。

生徒の声

　令和9年の本大会開催に向けて、公募により選ばれた高
校１・２年生による「生徒実行委員会」が中心となり、
総合開会式やパレードの企画、全国から参加する高校生
へのおもてなしを検討しています。
さらに、今年開催された香川大会のパレードへの参加

や、県内イベントでの広報ブース出展など、積極的な広
報活動も展開中です。
3月28日には、2027いしかわ総文の開催500日前ＰＲ

イベントとして、金沢駅で文化部の生徒たちが大会ＰＲや
ステージ発表を行います。多くの皆様のご来場・ご声援を
お願いします。
　活動の様子は、公式ウェブサイトやInstagram・X（旧
Twitter）で随時発信しています。ぜひフォローして最新
情報をチェックしてください!!

X(旧Twitter)公式ウェブサイト Instagram内   容
場　所
日　時 3月28日(土)13：00～16：00

金沢駅東広場・地下広場
合唱や吹奏楽など22部門の
高校生によるステージ発表

500日前PRイベント開催！

◎走る力や身体をコントロールする力の向上が期待できる。
◎限られたスペースでの実施が可能。

モニターに映し出される授業の
ポイントに集中する生徒

輪島高校にいる教員の指示で、
グループワークを行う門前高校の生徒

飯田高校と能登高校の双方の教室を
つないで行われた授業

「初めての遠隔授業だったけど意外と声が聞こえてよかった。」
「想像したよりスムーズで、先生とのやりとりもしやすい。」

第１期
生徒実行委員
（総勢62名）

香川大会の
パレードに参加

大会キャラクター
「つづみ丸」

仮設校舎・体育館での授業を開始しています！

最新ランキングは
こちらから！！

（スポチャレいしかわHP）

● 方向転換走の曲がるところが難しかった。　●もっと切り返しを速くできるようにしたい。
● 曲がるところで止まってしまうことがあるので、これからは止まらないようにしたい。
● 自分が走っていないときも、応援ができたので良かった。

取り組んだ
児童の感想

新種目（方向転換走）の
特長

次走者は❶地点から
１m離れて待機する

❶～❹の順に走り、
次の人にタッチする

１～３年生は１周
４～６年生は２周する スタート

地点
１m

❶❷

❸❹

（ゴール）

7.5m
7.5m

5m

5m

方向転換走

全国から2万人の高校生が集う文化部のインターハイ!

https://2027ishikawa-soubun.pref.ishikawa.lg.jp/
https://www.instagram.com/soubun_ishikawa
https://twitter.com/soubun_ishikawa


対象校と科目

校舎内のカフェの様子

「英語コミュニケーション」
ハロウィンクイズ大会の様子

七尾特別支援学校輪島分校
授業風景

門前高校　授業風景 門前高校及び七尾特別支援学校
輪島分校　仮設校舎　外観

● 門前高校　　　　　　　　　１１月１０日
● 七尾特別支援学校輪島分校　１１月１７日
● 輪島高校　　　　　　　　　１２月  9日

仮設校舎での授業開始時期

● 七尾特別支援学校珠洲分校　１１月１７日
仮設体育館での体育の授業開始時期

　奥能登地域の高校は少子化による入学者の減少に伴い、各校が行う全ての科目に教員を配置することが難しい状況と
なりつつあります。こうした状況に対応するため、ＩＣＴ機器を活用して、学校間での授業配信による遠隔授業を試行的に
実施しました。遠隔授業における学びの質の保障に向け、効率的な指導方法等を検証しています。

いしかわ特別支援学校と金沢向陽高校との
インクルーシブ教育の推進

いしかわ特別支援学校と金沢向陽高校との
インクルーシブ教育の推進

本県では小学生の運動習慣定着と体力向上を目的として、平成１８年度から
「スポチャレいしかわ」を実施しています。
今年度よりＨＰが刷新され、新種目が１種目追加されました。

　令和６年能登半島地震で、校舎基礎部分の被害が特に大きかった、輪島高校、門前高校及び七尾特別支援学校輪島分
校の仮設校舎が各校のグラウンドに１０月３１日に完成しました。また、七尾特別支援学校珠洲分校の仮設体育館が11月
11日に完成しました。 令和１０年度末の本復旧完了を目途に工事を進めていきます。

奥能登の高校で遠隔授業を実施しました！

2027いしかわ総文を生徒実行委員会が盛り上げます！

輪島高校の教員が門前高校の生徒に対して、家庭基礎の授業を配信
能登高校と飯田高校をつないで合同で情報Ⅰの授業を実施

　令和７年４月、いしかわ特別支援学校知的障害教育部門高等部の新校舎が
金沢向陽高校の敷地内に完成し、両校の間でインクルーシブ教育が本格的
に始まりました。インクルーシブ教育とは、障害のある生徒と障害のない生徒
が同じ場で学び、活動する中で、互いの理解を深めながら、共に生きる社会
（共生社会）の実現を目指す教育です。
　今年度は体育・音楽・美術等の科目において、合同で授業を実施しました。
他の科目においても年に数回合同で授業を実施しており、科目「英語コミュ
ニケーション」のハロウィンクイズ大会では、両校の生徒が混合チームを作っ
て、相談しながら解答していました。
　また、校舎内にはいしかわ特別支援学校の生徒が運営するカフェがあり、
手作り蒸しパンや「いしかわブレンド」のコーヒー等を販売しています。金沢
向陽高校の生徒や地域の方々等が立ち寄り、「コーヒーや蒸しパンがおいし
いね」と声をかけてくださることが、生徒たちの大きな励みになっています。
　県では、いしかわ特別支援学校の取組をきっかけとして、他の学校等にお
いてもインクルーシブ教育の取組を推進していきます。

生徒の声

　令和9年の本大会開催に向けて、公募により選ばれた高
校１・２年生による「生徒実行委員会」が中心となり、
総合開会式やパレードの企画、全国から参加する高校生
へのおもてなしを検討しています。
さらに、今年開催された香川大会のパレードへの参加

や、県内イベントでの広報ブース出展など、積極的な広
報活動も展開中です。
3月28日には、2027いしかわ総文の開催500日前ＰＲ

イベントとして、金沢駅で文化部の生徒たちが大会ＰＲや
ステージ発表を行います。多くの皆様のご来場・ご声援を
お願いします。
　活動の様子は、公式ウェブサイトやInstagram・X（旧
Twitter）で随時発信しています。ぜひフォローして最新
情報をチェックしてください!!

X(旧Twitter)公式ウェブサイト Instagram内   容
場　所
日　時 3月28日(土)13：00～16：00

金沢駅東広場・地下広場
合唱や吹奏楽など22部門の
高校生によるステージ発表

500日前PRイベント開催！

◎走る力や身体をコントロールする力の向上が期待できる。
◎限られたスペースでの実施が可能。

モニターに映し出される授業の
ポイントに集中する生徒

輪島高校にいる教員の指示で、
グループワークを行う門前高校の生徒

飯田高校と能登高校の双方の教室を
つないで行われた授業

「初めての遠隔授業だったけど意外と声が聞こえてよかった。」
「想像したよりスムーズで、先生とのやりとりもしやすい。」

第１期
生徒実行委員
（総勢62名）

香川大会の
パレードに参加

大会キャラクター
「つづみ丸」

仮設校舎・体育館での授業を開始しています！

最新ランキングは
こちらから！！

（スポチャレいしかわHP）

● 方向転換走の曲がるところが難しかった。　●もっと切り返しを速くできるようにしたい。
● 曲がるところで止まってしまうことがあるので、これからは止まらないようにしたい。
● 自分が走っていないときも、応援ができたので良かった。

取り組んだ
児童の感想

新種目（方向転換走）の
特長

次走者は❶地点から
１m離れて待機する

❶～❹の順に走り、
次の人にタッチする

１～３年生は１周
４～６年生は２周する スタート

地点
１m

❶❷

❸❹

（ゴール）

7.5m
7.5m

5m

5m

方向転換走

全国から2万人の高校生が集う文化部のインターハイ!

https://www.spochalle.pref.ishikawa.jp/


会　場

日　時

まいぶんセンター古代体験 県埋蔵文化財センター
（金沢市中戸町18-1）
【TEL】076-229-4477

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

作品は当日持ち帰ることができます

3月9日（月）～22日（日）
9：00～15：30（1日限定60個・先着順）
3色の石材から1つ選び、少し大きなまが玉を
つくります（体験時間1時間程度）
小学生以上（小学1～3年生は保護者と共同製作）対　象

内　容

期　間

いろ・色・まが玉づくり
9：00～16：30
火おこし・まが玉づくり・古代衣装試着・
縄文アクセサリー・まいぶんぬりえなど
未就学児～一般（未就学児・小学生低学年は保護者と一緒）対　象

内　容
時　間

古代体験（随時）

3月7日（土）～6月28日（日）
9：00～17：00（入館は16：30まで）

期　間

「日本最古のおにぎり」
期間限定展示

「日本最古のおにぎり」と報道された話題のチマキ状
炭化米塊を期間限定展示。

チマキ状炭化米塊
杉谷チャノバタケ遺跡出土

（中能登町）

３月14日（土）～５月17日（日）会期中無休
9：00～17：00（入館は16：30まで）
自然史資料館2階　企画展示室　　　　　 入館無料

石川県の巨樹を中心に、全国各地の巨樹の写真を展示します。巨樹と人々の暮らし・
人間社会との関わりについて紹介します。

石川県立自然史資料館
〒920-1147
（金沢市銚子町リ441）
【TEL】076-229-3450

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

石川県教育委員会
いしかわ師範塾
（金沢市高尾町ウ31番地１）
【TEL】076-298-1504

問
合
せ

W
E
B
サ
イ
ト

特別展

参加費

キャラクター「なるモン」

オープンスクールを開催しました！
高校生のための

高校生に、教職への魅力や未来の石川の教
師をめざす意欲を高めてもらおうと、いしかわ
師範塾では令和７年12月13日（土）に「高校生
のためのオープンスクール」を開催しました。
当日は約１３０名の生徒が参加し、講座体験

や大学生が行う模擬授業参観などを通じて、
教師への夢を膨らませていました。

めざせ石川の教師！

● 「今回のオープンスクールを通して、より一層
　 教職に就きたいという気持ちが強まりました。」
● 「教員になるためだけではなく、教員になった後の
    教員生活でも身に付いたことを役立てられることに
    魅力を感じ、私も是非師範塾で教員を目指してみたい
    と思いました。」

いしかわ師範塾

石川県の巨樹を中心に、全国各地の巨樹の写真を展示します。巨樹と人々の暮らし・石川県の巨樹を中心に、全国各地の巨樹の写真を展示します。巨樹と人々の暮らし・

「巨樹の世界
　　　　 ～石川県を中心として」

五十谷の大杉
（白山市五十谷町）

太田の大トチ
（白山市白峰大道谷）

参加者
の声

入館・体験無料

模擬授業に釘付け！ワクワク！講座体験！

今年度、奥能登地域の５高校（穴水・門前・能登・輪島・飯田）を除く、全ての全日制県立高校３３校の約２，０００人を対象に行いました。
参加者は、令和6年能登半島地震で被災した見附島、輪島朝市通り、黒島漁港、道の駅とぎ海街道などを訪問し、震災遺構の見学や、
震災を経験した語り部から話を聞くなどの活動を通して、防災や減災に関して学びを深めました。
ふるさと石川で起こった大災害の爪痕を目の当たりにした生徒たちからは、「自然の脅威を実感し、そこから立ち上がるために

前を向く人々の力強さに心を打たれた。」、「日ごろの備えや災害時に発揮される地域の絆の大切さについて考えさせられた。」と
いった声がありました。
　こうした取組を通じて、今後も、生徒たちの防災、減災への意識を高めるとともに、ふるさとを愛する心を育んでいきます。

4mも海岸が隆起していて、元々海だった場所が海ではなくなっていたことに驚いた。
能登の綺麗な海がこれ以上なくなってほしくない。

黒島漁港

高校生の防災学習を行いました

能登でのフィールドワークを通じた

地震前と後で姿
が変わっていて地

震の怖さが伝わっ
た。

変わり果ててし
まったが、迫力

ある風景は変わ
って

いなかった。過
去の見附島の景

色を生でも見て
みた

かったです。

見附島

能登で見
る!

聞く! 考え
る!!

小学生の時に朝市を訪れたことがあるけど、その時の様子と今回の燃えてしまった朝市の様子を比べ、あの頃の賑わっている活気のある朝市を思い出し、元通りにしたいと強く思いました。

輪島朝市通り

震災時の道の駅
の状況を聞き、

地震のときを思
い出した。

復興作業が大
変でも、地元を

盛り上げようと
している

富来の人たち
がすごいと思

った。

道の駅とぎ海
街道
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